
桑名市議会議長

飯 田 一 美 様

第１班 班長

堀 良 二 印

議会報告会実施結果報告書

開 催 日 時 平成 25 年 11 月 1 日（ 金 ） 18 時 30 分～20 時 40 分

開 催 場 所 長島町総合支所 2階 大会議室

班 長 堀 良二

司 会 倉田 明子 記録者 松浦祥子、辻内裕也

伊藤 真人 伊藤恵一 鷲野 勝彦
出 席 議 員

南澤 幸美

参 加 人 数 23 人

議会報告の概要

１．開会挨拶（班長）

２．自己紹介（全員）

３．報告・説明

①平成 25 年６月・９月定例会の報告及び 10 月臨時会の報告

②平成 24 年度決算の審査概要及び結果の報告

４．上記報告・説明に対する質疑応答、意見交換

主な意見・要望

・ 説明がほとんど金額のことで討論内容等を説明してほしい。

・ 民間施設と提携し避難場所として活用できるようにしてほしい。

・ 東日本大震災の教訓を踏まえて避難場所の見直しが必要である。

・ 長島町の地盤を考えると液状化に対する対策が必要である。

・ 整備中の総合医療センターは津波発生時、浸水する予定なのか。

・ 地域活性化や子どものための補助金の一律２割カットはやめて

ほしい。

・ 来年の改選時の議員定数、議員報酬はどうなるのか。

・ 多度地区に子どもが遊べる公園の整備や学童保育の整備をして

欲しい。

備 考



議会報告会記録

【第 １ 班】 （ １／ ４）

開 催 日 時 平成２５年１１月１日（金）１８時３０分～２０時４０分

開 催 場 所 長島町総合支所

参 加 人 数 ２３人

質 問 回 答

自主防災組織に対する補助金は補正予算でどれだけ増額 当初予算が４３５万円に対し、補正予算で１８８万円が増額さ

されたか。 れた。

特定秘密保護法の制定に反対する意見書が否決されたが この意見書案を議題とすることについて採決しており、賛成が

賛成と反対の人数は。 ９人、反対が１９人であった。

議会報告に対

する質疑応答



（ ２／ ４）

説明はほとんど金額に関することばかりで、中身について、たとえば討論内容を説明してほしい。

長島町中部地区における防災対策について、避難場所としての長島中部小学校の対応をどのように考えているか。

→ 屋上へ避難できるよう計画していると聞いている。

民間施設と提携し、避難場所として活用するよう行政へ要請したが一向に進んでいない。議会ではそうしたことは問題と

なっているか。

→ 民間施設との提携については一般質問でも指摘されているところであるが、なかなか進んでいないのが現状。今後

引き続き市に求めていきたい。

長島町総合支所屋上を避難場所にすると聞いているがどうなったのか。

→ 総合支所屋上に一人でも多くの方が避難できるよう、市に伝えていきたい。

現在、指定されている避難場所は東日本大震災以前に指定されたと聞いたが、その後見直しは行ったのか。

→ 新たに高速道路を避難場所として指定している。高速道路へ避難するための階段、門扉等の予算が計上された。

商工会が避難所に指定されているが、隣の JA に避難するべきだと考える。東日本大震災の教訓を踏まえての見直しは必要

と考えるがいかがか。

→ 東名阪への避難路のほか、伊勢湾岸道への避難路の整備についても今後引き続き求めていきたい。民間施設と提携

し、新たな避難場所を確保できるよう市に伝えていきたい。

ハザードマップはただ絵を描いただけだ。もう少し考えた危機管理を行ってほしい。

障がい者と保育園児はアクアプラザへ避難しろとのことだが、そこまで行くのは大変である。一時的に近くへ避難し、

それから逃げるべきだと思う。

参加者からの

意見・要望等



（ ３／ ４）

長島町の地盤を考えると液状化に対する対策が必要であると考える。

中部地区における避難場所を早期に整備してほしい。

長島町の地盤は伊勢湾台風以前と比較して変化があるか。

→ 地域によって低くなっている場所もあると聞いている。

千倉排水機場周辺の堤防が脆弱に見えるが大丈夫か。

→ 現地を確認し、必要であれば関係機関に伝えたい。

木曽三川上流部からの出水被害対策として、水門を設置し、それぞれの川の水量を調整することで被害を防ぐことができ

るのではないか。

整備中の総合医療センターは津波発生時、浸水する想定なのか。

→ ２階部分までは浸水する可能性があるので駐車場として整備する計画であると聞いている。

市役所本庁舎を免震工事中だが、予算額は。耐震でも良かったのでは。

→ 約１４億円で、平成２６年６月整備完了を予定に免震工事を進めている。防災拠点施設として耐えうる整備が必要

であると認識している。

防災拠点施設として庁舎にいくらお金をかけても、人が亡くなったら意味がない。人の命を真っ先に考えないといけない

と思う。

防災意識を高めていく活動の一つとしての半纏の購入に補助金が出ず（長島町の頃は全額出たが）、自主防災活動への取り

組み意識が低下しかねないので、自主防災組織に対する補助金を見直してほしい。

参加者からの

意見・要望等



（ ４／ ４）

ゲリラ豪雨対策について、排水機場までの川の整備を進める必要があると思う。

補助金２割削減について、地域活性化や子どものための補助金の一律カットはやめてほしい。

職員給与も２割カットという話も聞こえてきたが、職員も聖域なしのカットを行っているのか。

→ ６月議会では平均５．７％カットしている。

来年の改選時の議員定数、議員報酬はどうなるのか。議会が率先して緊縮財政に協力するのが説得力のある議会だと思う。

→ 次期改選時には４人減の２６人となる。議員報酬額は十数年間上げていない。過去には費用弁償を廃止している。

議会報告会は４会場同時開催だが、その方法を改めることは考えてほしい。

議員は報酬をもらってやる仕事ではない。桑名市は情勢が悪いとのことであり、市民も協力する必要はあるが、そのため

には市長や議員が範を示すことが必要。

多度地域に子どもが遊べる公園の整備や学童保育の環境改善・整備をしてほしい。

参加者からの

意見・要望等


